
(57)【要約】

【課題】電解式オゾン発生陽極用触媒に二酸化鉛（Ｐｂ

Ｏ２ ）を用いた電解式オゾン発生装置における、システ

ムが複雑になることや高濃度のオゾンを発生させるため

には通電後数時間も必要という問題点を解決し、環境負

荷が低く、さらに通電直後のオゾンガス発生濃度が高い

電解式オゾン発生装置を提供する。

【解決手段】オゾン発生陽極用触媒に、ＢｉとＲｕとを

含む酸化物を使用する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｂ ｉ と Ｒ ｕ と を 含 む 酸 化 物 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 陽 極 用 触 媒 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 陽 極 用 触 媒 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 解 式 オ ゾ ン 発 生
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 の 陽 極 に 使 用 す る 触 媒 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
強 力 な 酸 化 剤 で あ る オ ゾ ン は 、 脱 色 ・ 殺 菌 ・ 脱 臭 な ど の 作 用 を 有 し て お り 、 広 範 囲 に 利 用
さ れ て い る 。 例 え ば 、 上 下 水 道 や 工 場 廃 水 の 水 処 理 、 製 薬 用 水 や 半 導 体 製 造 用 の 高 純 度 殺
菌 水 の 製 造 、 各 種 食 品 の 殺 菌 や 食 品 工 場 内 空 気 の 清 浄 化 、 冷 蔵 庫 内 空 気 の 脱 臭 な ど に 使 用
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
オ ゾ ン 発 生 装 置 は 発 生 原 理 で 大 別 す る と 放 電 式 と 電 解 式 が あ る 。 放 電 式 は 高 圧 の 電 気 放 電
に よ っ て 酸 素 を 酸 化 し て オ ゾ ン を 生 成 さ せ る も の で あ り 、 電 解 式 は 低 電 圧 の 直 流 電 流 に よ
っ て 水 を 電 気 分 解 し て オ ゾ ン を 生 成 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
電 解 式 で オ ゾ ン を 製 造 す る た め に は 固 体 高 分 子 電 解 質 を 用 い る の が 一 般 的 で あ る 。 例 え ば
パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン ス ル ホ ン 樹 脂 や パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン カ ル ボ ン 酸 樹 脂 な ど を 膜 状 に
し た 、 い わ ゆ る イ オ ン 交 換 膜 を 電 解 質 と し て 、 こ の 膜 の 両 面 に あ る 種 の 電 極 を 適 当 な 方 法
で 配 置 し 、 い ず れ か の 側 を 陽 極 に 、 他 方 を 陰 極 に し て 数 Ｖ の 直 流 電 圧 を 印 加 す る と 水 の 電
気 分 解 に よ り 高 濃 度 の オ ゾ ン ガ ス を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 来 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 に お い て 、 陽 極 部 の 製 造 方 法 と し て は 圧 接 法 が 広 く 知 ら れ て
い る 。 こ れ は イ オ ン 交 換 膜 の 陽 極 側 表 面 を 未 処 理 の 状 態 の ま ま と し 、 表 面 に 二 酸 化 鉛 の 層
を 電 析 法 な ど で 形 成 さ せ た チ タ ン メ ッ シ ュ を 陽 極 給 電 体 と し て 用 い 、 こ の 陽 極 給 電 体 を イ
オ ン 交 換 膜 の 未 処 理 の 表 面 に 押 し 当 て る 方 法 で あ る 。 ま た 、 イ オ ン 交 換 膜 の 陽 極 給 電 体 を
取 り 付 け た 面 と は 反 対 側 の 面 に 、 白 金 触 媒 層 を 無 電 解 メ ッ キ 法 な ど に よ っ て 取 り 付 け て 、
陰 極 部 と し て い た 。 こ の よ う に 、 従 来 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 で は 、 イ オ ン 交 換 樹 脂 膜 の
片 面 に 二 酸 化 鉛 層 を 直 接 圧 接 し て 、 一 体 に 形 成 し た 、 イ オ ン 交 換 樹 脂 膜 － 電 極 接 合 体 を 使
用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う な 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 で は 、 陽 極 部 に 水 を 供 給 し 、 陽 極 と 陰 極 の 間 に 直 流 電 流
を 通 電 す る と 、 二 酸 化 鉛 の 触 媒 作 用 に よ り 陽 極 か ら オ ゾ ン と 酸 素 が 発 生 し 、 白 金 の 触 媒 作
用 に よ り 陰 極 か ら 水 素 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 来 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 の 一 般 的 な 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 電 解 式 オ ゾ ン 発 生
装 置 の 断 面 構 造 を 示 し た も の で 、 図 １ に お い て 、 １ は イ オ ン 交 換 膜 、 ２ は 陰 極 、 ３ は 陽 極
、 ４ は 陰 極 給 電 体 、 ５ は 陽 極 給 電 体 、 ６ は カ ソ ー ド 出 口 、 ７ は ア ノ ー ド 入 口 、 ８ は ア ノ ー
ド 出 口 、 ９ は セ ル フ レ ー ム で あ る 。 陰 極 ２ は 、 イ オ ン 交 換 膜 １ に 接 合 さ れ た 水 素 発 生 に 有
効 な 触 媒 か ら な り 、 陽 極 ３ は オ ゾ ン 発 生 に 有 効 な 触 媒 か ら な る 。 カ ソ ー ド 出 口 ６ は 水 及 び
水 素 の 取 出 口 、 ア ノ ー ド 入 口 ７ は 水 供 給 口 、 ア ノ ー ド 出 口 ８ は 水 と 酸 素 と オ ゾ ン の 取 出 口
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う な 従 来 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 に お い て 、 陰 極 と 陽 極 間 に １ ． ５ Ａ ／ ｃ ｍ ２ 程 度
の 直 流 電 流 を 通 電 し た 場 合 、 陰 極 ２ か ら 水 素 が 発 生 し 、 カ ソ ー ド 出 口 ６ か ら は 水 及 び 水 素
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を 取 り 出 す こ と が で き 、 同 時 に 、 陽 極 ３ か ら オ ゾ ン と 酸 素 が 発 生 し 、 ア ノ ー ド 出 口 ８ か ら
は 水 と 酸 素 と オ ゾ ン と を 含 む ガ ス を 取 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 は 、 陽 極 に は 二 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｏ ２ ） 電 極 を 使 用 し 、 陰 極 に は
白 金 （ Ｐ ｔ ） 電 極 を 使 用 し た も の が 一 般 的 で あ っ た 。 陽 極 に 二 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｏ ２ ） 電 極 を
使 用 し た 場 合 、 オ ゾ ン 発 生 効 率 が 高 い と い う 特 徴 を 持 っ て い る が 、 オ ゾ ン が 高 濃 度 に 溶 解
し た 陽 極 水 を 酸 化 剤 や 洗 浄 剤 と し て 利 用 す る 場 合 、 陽 極 水 中 に 、 陽 極 材 料 で あ る 二 酸 化 鉛
（ Ｐ ｂ Ｏ ２ ） や そ の 溶 出 成 分 の Ｐ ｂ イ オ ン 等 が 混 入 し 、 人 体 や 環 境 に 悪 影 響 を 与 え る と い
う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ こ で 、 陽 極 水 中 の 二 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｏ ２ ） や Ｐ ｂ イ オ ン を 除 去 す る 必 要 が あ り 、 そ の た め
、 陽 極 水 を 気 液 分 離 装 置 に 導 き 、 二 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｏ ２ ） や Ｐ ｂ イ オ ン を 含 む 水 と 、 オ ゾ ン
を 含 む ガ ス と に 分 離 す る 必 要 が あ り 、 二 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｏ ２ ） や Ｐ ｂ イ オ ン を 含 ま な い オ ゾ
ン を 含 む ガ ス を 水 に 再 溶 解 し 、 オ ゾ ン を 含 む 水 と し て 利 用 し な け れ ば な ら な か っ た 。 そ の
た め に 、 オ ゾ ン 発 生 装 置 の シ ス テ ム が 複 雑 に な る と い う 問 題 や 、 ま た 、 用 途 が 制 限 さ れ る
と い う 問 題 が あ り 、 鉛 化 合 物 を 使 用 し な い 陽 極 材 料 が 望 ま れ て い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 二 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｏ ２ ） を 陽 極 に 用 い た 従 来 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 で は 、 通 電 直
後 の オ ゾ ン ガ ス の 発 生 濃 度 が 低 く 、 高 濃 度 の オ ゾ ン を 発 生 さ せ る た め に は 、 通 電 後 数 時 間
も 必 要 で あ っ た た め 、 オ ゾ ン 発 生 装 置 と し て の 使 用 方 法 や 用 途 が 制 限 さ れ る と い う 問 題 が
あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 環 境 負 荷 が 低 く 、 さ ら に 通 電 直 後 の オ ゾ ン ガ ス 発 生 濃 度 が 高 い 電
解 式 オ ゾ ン 発 生 陽 極 用 触 媒 お よ び こ の 触 媒 を 備 え た 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 は 、 オ ゾ ン 発 生 陽 極 用 触 媒 が 、 Ｂ ｉ と Ｒ ｕ と を 含 む 酸 化 物 か ら な る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 に お い て 、 請 求 項 １ 記 載 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 陽
極 用 触 媒 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 １ お よ び 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 Ｐ ｂ Ｏ ２ を 使 用 し た 場 合 と 比 較 し て 、 環 境 負 荷
が 低 く 、 さ ら に 通 電 直 後 の オ ゾ ン ガ ス 発 生 濃 度 が 高 い 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 実 施 例 に も と づ き 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
［ 実 施 例 ］
オ ゾ ン 発 生 陽 極 用 触 媒 と し て 、 Ｂ ｉ と Ｒ ｕ と を 含 む 酸 化 物 の 中 で パ イ ロ ク ロ ア 構 造 を 持 つ
Ｂ ｉ ２ Ｒ ｕ ２ Ｏ ７ を 用 い た 、 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
化 学 量 論 比 で Ｂ ｉ ２ Ｒ ｕ ２ Ｏ ７ に な る よ う に 、 Ｂ ｉ ２ Ｏ ３ と Ｒ ｕ Ｏ ２ ・ ｘ Ｈ ２ Ｏ を モ ル 比
で １ ： ２ で 秤 量 、 調 合 し 、 こ れ に 水 を 添 加 し て ス ラ リ ー と し た 。 ボ ー ル ミ ル あ る い は ミ キ
サ ー で 、 １ ５ 分 間 混 合 し た 後 、 乾 燥 器 で 乾 燥 さ せ 、 再 度 混 合 し た 後 、 ６ ５ ０ ℃ で の ２ ４ 時
間 の 予 備 焼 成 お よ び ７ ５ ０ ℃ で の ２ ４ 時 間 の 本 焼 成 を 経 て 、 Ｂ ｉ ２ Ｒ ｕ ２ Ｏ ７ を 得 た 。 こ
の Ｂ ｉ ２ Ｒ ｕ ２ Ｏ ７ と 同 重 量 の ５ ｗ ｔ ％ Ｎ ａ ｆ ｉ ｏ ｎ 溶 液 （ Ａ ｌ ｄ ｒ ｉ ｃ ｈ 　 Ｃ ｈ ｅ ｍ ｉ
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ｃ ａ ｌ 製 ） を 混 合 し て ペ ー ス ト と し 、 こ の ペ ー ス ト を 、 大 き さ ４ ． ５ ｃ ｍ × ４ ． ５ ｃ ｍ の
白 金 メ ッ キ し た チ タ ン メ ッ シ ュ の 基 体 上 に コ ー ト し 、 １ ３ ０ ℃ で １ 時 間 乾 燥 し て 、 電 解 式
オ ゾ ン 発 生 用 陽 極 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 イ オ ン 交 換 膜 と し て の Ｎ ａ ｆ ｉ ｏ ｎ １ １ ７ （ Ｄ ｕ Ｐ ｏ ｎ ｔ 社 製 ） 膜 の 片 面 に 、 陰 極
と な る 白 金 を 無 電 解 メ ッ キ し た 。 こ の 白 金 電 極 に 、 大 き さ ４ ． ５ ｃ ｍ × ４ ． ５ ｃ ｍ の 白 金
メ ッ キ し た チ タ ン メ ッ シ ュ か ら な る 陰 極 給 電 体 を 押 し 当 て た 。 Ｎ ａ ｆ ｉ ｏ ｎ １ １ ７ 膜 の 白
金 を 無 電 解 メ ッ キ し て い な い 面 に 、 陽 極 と し て の 前 述 の Ｂ ｉ ２ Ｒ ｕ ２ Ｏ ７ を コ ー ト し た ４
． ５ ｃ ｍ × ４ ． ５ ｃ ｍ の 白 金 メ ッ キ し た チ タ ン メ ッ シ ュ を 押 し 当 て 、 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装
置 を 作 製 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ こ で 作 製 し た 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 の 断 面 構 造 は 、 図 １ に 示 し た の と 同 じ と し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
［ 比 較 例 ］
４ ． ５ ｃ ｍ × ４ ． ５ ｃ ｍ の 白 金 を メ ッ キ し た チ タ ン メ ッ シ ュ を 、 硝 酸 鉛 溶 液 中 に 浸 漬 し 、
通 電 す る こ と に よ り 、 チ タ ン メ ッ シ ュ の 表 面 に Ｐ ｂ Ｏ ２ を 電 析 さ せ た 。 こ れ を 陽 極 と し た
以 外 は 実 施 例 と 同 様 に し て 、 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 を 作 製 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ 電 流 ― 電 位 測 定 に よ る オ ゾ ン 発 生 量 の 比 較 ］
発 生 し た オ ゾ ン の 濃 度 を 測 定 す る た め の 、 回 転 デ ィ ス ク 電 極 を 用 い た 電 流 － 電 位 測 定 装 置
の 構 成 を 図 ２ に 示 す 。 図 ２ に お い て 、 １ ０ は 金 か ら な る 回 転 デ ィ ス ク 電 極 （ 作 用 極 ） 、 １
１ は 白 金 電 極 （ 対 極 ） 、 １ ２ は 飽 和 カ ロ メ ル 電 極 （ 参 照 極 ） で あ る 。 １ ３ は ポ テ ン シ ョ ス
タ ッ ト 、 １ ４ は 塩 橋 、 １ ５ は 冷 却 水 入 口 、 １ ６ は 冷 却 水 出 口 で あ り 、 冷 却 水 は ２ ０ ℃ に コ
ン ト ロ ー ル し た 。 １ ７ 、 １ ８ は 電 解 液 、 １ ９ は バ ブ リ ン グ 管 １ ９ で あ る 。 電 解 液 １ ７ 、 １
８ と し て は ５ Ｍ 燐 酸 水 溶 液 を 用 い た 。 図 １ に 断 面 を 示 し た オ ゾ ン 発 生 装 置 に お い て 、 ア ノ
ー ド 出 口 ８ か ら 発 生 し た 水 、 酸 素 、 オ ゾ ン を 含 む ガ ス を 気 液 分 離 し た 後 の 酸 素 お よ び オ ゾ
ン を 含 む ガ ス を 、 バ ブ リ ン グ 管 １ ９ か ら 電 解 液 １ ７ の 中 に バ ブ リ ン グ さ せ た 。 回 転 デ ィ ス
ク 電 極 の 回 転 速 度 は ２ ５ ０ ０ ｒ ｐ ｍ と し 、 参 照 極 １ ２ に 対 し て 作 用 極 で あ る 回 転 デ ィ ス ク
電 極 １ ０ の ス キ ャ ン 速 度 を １ ０ ｍ Ｖ ／ ｓ ｅ ｃ と し て 、 電 流 － 電 位 測 定 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 測 定 方 法 に よ れ ば 、 ５ Ｍ 燐 酸 水 溶 液 中 に お け る 溶 存 オ ゾ ン で は 、 作 用 極 電 位 が ０ ． ６
Ｖ ～ １ ． ０ Ｖ の 範 囲 で 限 界 電 流 領 域 が 見 ら れ る 。 従 っ て 、 こ の 限 界 電 流 領 域 の 電 流 値 を 測
定 す る こ と で 、 オ ゾ ン の 電 解 液 中 へ の 溶 解 量 を 相 対 的 に 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 例 で 得 ら れ た 本 発 明 に よ る 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 を Ａ と し 、 比 較 例 で 得 ら れ た 従 来 の
電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 を Ｂ と し 、 そ れ ぞ れ の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 の ア ノ ー ド 出 口 か ら 排
出 さ れ た オ ゾ ン を 電 解 液 に 溶 解 さ せ 、 電 流 － 電 位 測 定 を 行 い 、 オ ゾ ン の 還 元 電 流 の 大 き さ
を 比 較 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 こ こ で 使 用 し た 回 転 デ ィ ス ク 電 極 を 用 い た 電 流 － 電 位 測 定 装 置 に お い て 、 あ ら か じ
め オ ゾ ン 濃 度 の わ か っ て い る ガ ス を バ ブ リ ン グ 管 か ら 電 解 液 中 に バ ブ リ ン グ さ せ 、 そ の 時
の オ ゾ ン 還 元 電 流 を 測 定 し て お き 、 オ ゾ ン の 還 元 電 流 と オ ゾ ン 濃 度 と の 関 係 を 求 め て お け
ば 、 オ ゾ ン 還 元 電 流 か ら オ ゾ ン 濃 度 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
測 定 結 果 を 図 ３ に 示 し た 。 図 ３ に お い て 、 記 号 ◆ は 実 施 例 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 Ａ の 結
果 を 示 し 、 記 号 ■ は 比 較 例 の 従 来 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 Ｂ の 結 果 を 示 す 。 実 施 例 の 電 解
式 オ ゾ ン 発 生 装 置 Ａ で は 、 通 電 開 始 直 後 か ら 約 ７ ０ μ Ａ の オ ゾ ン 還 元 電 流 を 示 し た の に 対
し 、 比 較 例 の 従 来 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 Ｂ で は 、 通 電 開 始 直 後 の オ ゾ ン 還 元 電 流 は ほ ぼ
ゼ ロ に 近 く 、 通 電 を 開 始 し て ７ 分 後 の 測 定 で １ ０ μ Ａ 、 通 電 を 開 始 し て ３ ０ 分 経 過 後 で も
４ ０ μ Ａ で あ っ た 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 結 果 は 、 明 ら か に 、 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 陽 極 用 触 媒 と し て Ｂ ｉ ２ Ｒ ｕ ２ Ｏ ７ を 使 用 し た
本 発 明 に な る 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 器 Ａ で は 、 通 電 開 始 直 後 か ら 高 い 濃 度 の オ ゾ ン が 発 生 し て
い る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 実 施 例 で は 、 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 陽 極 用 触 媒 と し て の Ｂ ｉ と Ｒ ｕ と を 含 む 酸 化 物 と し て
は Ｂ ｉ ２ Ｒ ｕ ２ Ｏ ７ を 使 用 し た 。 し か し 、 Ｂ ｉ と Ｒ ｕ と を 含 む 酸 化 物 に お い て 、 Ｂ ｉ ： Ｒ
ｕ ： Ｏ の 原 子 数 比 は 必 ず し も 化 学 量 論 比 と は な ら ず 、 例 え ば Ｂ ｉ ２ Ｒ ｕ ２ Ｏ ７ ． ３ な ど の
化 合 物 も 知 ら れ て い る 。 し た が っ て 、 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 陽 極 用 触 媒 と し て は 、 化 学 量 論 比
か ら ず れ た 、 一 般 式 Ｂ ｉ ２ Ｒ ｕ ２ Ｏ ｘ （ 但 し 、 ６ ≦ ｘ ≦ ８ ） で 表 さ れ る Ｂ ｉ と Ｒ ｕ と を 含
む 酸 化 物 も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に な る 、 オ ゾ ン 発 生 陽 極 用 触 媒 と し て Ｂ ｉ と Ｒ ｕ と を 含 む 酸 化 物 を 使 用 し た 電 解 式
オ ゾ ン 発 生 装 置 で は 、 従 来 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 と 比 較 し て 、 通 電 開 始 か ら き わ め て 短
時 間 に 、 高 い 濃 度 の オ ゾ ン を 発 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に な る 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 で は 、 陽 極 用 触 媒 と し て 鉛 化 合 物 を 使 用 し て い
な い た め 、 オ ゾ ン の 発 生 と 同 時 に 二 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｏ ２ ） や Ｐ ｂ イ オ ン な ど が 放 出 さ れ る こ
と は な く 、 環 境 に 対 す る 負 荷 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 陽 極 水 中 の 二 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｏ ２ ） や Ｐ ｂ イ オ ン な ど を 除 去 す る 必 要 が な く 、 陽 極
水 を 二 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｏ ２ ） や Ｐ ｂ イ オ ン を 含 む 水 と オ ゾ ン を 含 む ガ ス と に 分 離 す る 気 液 分
離 装 置 は 不 必 要 と な り 、 オ ゾ ン 発 生 装 置 の シ ス テ ム は 簡 単 に な る と い う 効 果 も 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 の 断 面 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 か ら 発 生 し た オ ゾ ン の 濃 度 を 測 定 す る た め の 、 回 転 デ ィ ス
ク 電 極 を 用 い た 電 流 － 電 位 測 定 装 置 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 実 施 例 お よ び 比 較 例 の 電 解 式 オ ゾ ン 発 生 装 置 に つ い て の 、 電 流 － 電 位 測 測 定 結 果
を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 イ オ ン 交 換 膜
２ 　 陰 極
３ 　 陽 極
８ 　 水 と 酸 素 と オ ゾ ン の 取 出 口
１ ０ 　 回 転 デ ィ ス ク 電 極 （ 作 用 極 ）
１ １ 　 白 金 電 極 （ 対 極 ）
１ ２ 　 飽 和 カ ロ メ ル 電 極 （ 参 照 極 ）
１ ３ 　 ポ テ ン シ ョ ス タ ッ ト
１ ７ 、 １ ８ 　 電 解 液
１ ９ 　 バ ブ リ ン グ 管
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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